
 
 

 

谷
崎
潤
一
郎
の
『
吉
野
葛
』
を
読
ん
で 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
田
由
紀
子 

  

吉
野
の
地
は
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
て
い
る
。
白
洲
正
子
の
『
か
く
れ
里
』
に
は
、「
吉
野

の
川
上
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

 
---

吉
野
は
古
く
か
ら
伝
統
的
な
「
か
く
れ
里
」
で
あ
っ
た
。
天
武
天
皇
が
、
壬
申
の
乱
に
、

い
ち
早
く
籠
ら
れ
た
の
は
有
名
だ
が
、
西
行
も
義
経
も
、
南
朝
の
天
子
方
も
、
近
く
は
天
誅

組
の
落
人
に
至
る
ま
で
、「
世
の
う
き
時
」
に
足
が
向
か
う
の
は
、
い
つ
も
吉
野
の
山
奥
で
あ

っ
た
。--- 

 

本
書
『
吉
野
葛
』
は
、
吉
野
の
山
間
に
南
朝
天
皇
方
の
事
蹟
を
取
材
す
る
紀
行
文
の
形
で

始
ま
る
。
道
中
で
目
に
す
る
由
緒
あ
る
景
勝
地
や
文
物
を
描
く
筆
は
悠
々
自
在
で
、
脱
線
す

る
か
の
よ
う
に
古
典
芸
能
の
さ
わ
り
を
か
ら
め
つ
つ
、
日
本
の
山
里
の
風
情
を
眼
前
に
繰
り

広
げ
る
。
秘
境
や
民
俗
、
古
典
芸
能
や
日
本
文
化
好
き
の
読
者
が
酔
わ
さ
れ
る
う
ち
に
、
こ

れ
か
ら
展
開
す
る
物
語
の
伏
線
と
因
縁
は
組
み
込
ま
れ
、
同
行
の
友
人
津
村
の
打
ち
明
け
話

で
、
こ
の
紀
行
文
は
谷
崎
ワ
ー
ル
ド
全
開
の
母
恋
小
説
と
な
っ
て
い
く
。 

 

大
阪
の
質
屋
の
跡
取
り
津
村
は
、
幼
い
頃
に
垣
間
見
た
は
ず
の
亡
き
母
の
姿
が
恋
し
い
。

自
分
を
、
母
狐
を
追
う
子
狐
に
重
ね
て
母
の
面
影
を
慕
う
。「
狐
」
の
因
縁
は
、
家
内
で
親
し

ん
だ
地
唄
・
筝
曲
の
演
目
か
ら
、
義
経
伝
説
の
初
音
の
鼓
へ
、
そ
し
て
母
の
里
の
稲
荷
信
仰

へ
と
繋
が
り
、
奥
吉
野
の
紙
漉
き
の
村
、
国
栖

く

ず

に
母
の
生
家
を
探
し
あ
て
る
。
さ
ら
に
、
そ

こ
の
縁
者
の
娘
を
見
初
め
て
御
料
人
に
迎
え
る
と
い
う
大
筋
だ
。
そ
も
そ
も
、
母
の
里
を
つ

き
と
め
た
鍵
は
、
祖
母
が
若
き
母
に
あ
て
た
一
通
の
手
紙
だ
。
ー
里
の
生
業
は
紙
漉
き
故
、

手
紙
は
大
事
に---

お
稲
荷
様
を
信
ず
る
よ
う
に
ー
と
あ
り
、
母
探
し
の
導
線
と
な
っ
て
い
る
。

幻
の
母
も
妻
も
因
縁
の
糸
で
自
分
と
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。 

 

現
代
の
読
者
に
は
懐
旧
の
趣
き
の
あ
る
事
物
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
奥
吉
野
の
風
物
は
幾

層
も
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
美
し
く
描
か
れ
、
民
間
伝
承
と
共
に
息
づ
く
「
か
く
れ
里
」

の
人
々
の
姿
も
鮮
や
か
だ
。
さ
ら
に
ま
た
、
頁
を
繰
る
ご
と
に
、
由
来
あ
る
地
名
の
数
々
が

ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
る
。 

 

心
無
い
開
発
の
魔
手
が
及
ば
ぬ
う
ち
に
、
文
人
を
気
取
っ
て
奥
吉
野
を
旅
し
て
み
た
い
。 


